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選択肢の順序や正答番号などが記憶に残り，身につける
べき内容の学習にならないこともある。コンピュータを
利用した教材では，これらの欠点は回避できる。出題，
採 点 はコンピュータ 側 でリアルタイムに 行 うことがで
き，選択肢の順序を入れ替えることで，意味のない記憶
の定着を避けることができる。解答状況や分析を行う機
能を持たせることもできる。
　パソコン，スマートフォン，タブレットの普及により，
コンピュータ教材を身近に使える環境が整ってきた。
ICT（Information and Communication Technology）
技術やインターネットの発達により教育方法や学習支援
の方法が広がり，e-Learningも普及している。国家試験
はじめに
　医薬系の国家資格の取得には，国が指定した専門学校
や大学の養成課程を経て国家試験に合格する必要があ
る。受験は限られた機会であり，関連する学生にとって
最後の関門である。この国家試験合格のための学習は，
自己学習に拠るところが大きい。専門知識の学習だけで
なく，実際に問題を解く経験が必要であり，受験する学
生にとって過去に出題された国家試験問題を学習するこ
とは欠かせない1）。また，教員にとっても過去問は，教
材として活用できるものである。
　国家試験問題の書籍は多数出版されている。しかし，
書籍は携帯しにくく，解答を探す手間がかかる。また，
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和文要旨
　簡便に効率よく医療系国家試験の過去問を自主学習する方法として，出題と採点を行う学習支援ツー
ルを作成した。ツールは，Web技術であるHTML，JavaScript，CSSを用いて作成した。対象とした国
家試験は，医師 6 年分，薬剤師 6 年分，看護師16年分，保健師 6 年分，助産師 6 年分である。学習支援
ツールはカード 型 とペーパー型 の 2 種 類 あり，開 始 するにはWebブラウザでページ（http://square.
umin.ac.jp/tt）を開く。国家試験の過去問から指定した条件により問題を抽出し，回答に対し採点を行
う。Webブラウザで動作するため，動作環境を選ばない利点がある。文字列検索の機能を持ち，網羅
的に過去問を検索，表示することができる。問題をMoodleで利用することもでき，教員にとっても過
去問の活用につながると思われる。
英文抄録
　Two types of web-learning tools were developed to support self-learning for the national exam. The 
tools were created using HTML, JavaScript, and CSS. It supports national exams for medical 
practitioners, pharmacists, registered nurse, health nurse, and midwife.
　To access the tools, the user must open the page (http://square.umin.ac.jp/tt) using a web browser. 
Questions are extracted in various way from the previous national exam and can be answered on the 
screen.
　Since it runs on a web browser, there is an advantage, in that no dependent of the operating 
environment by the user. It has the function of string search, so it can be useful for instructional 
purpose as well.
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分けられる。Aタイプは複数の選択肢の中から一つの正
解を選ぶ形式であり，四肢択一問題，五肢択一問題がこ
れにあたる。Xタイプは正解となる複数の選択肢を選ぶ
ものである。正解肢が 2 つの形式はX 2 タイプと呼ば
れ，五肢択二問題がこれにあたる。資格と出題される解
答形式を表に示す（表 1 ）。
表 １ 　資格と出題される解答形式
　問題データは，属性（回（年），ブロック，設問形式，
分野，問題番号），説明文，問題文，選択肢，解答の各
項目が並んだテキストデータとした。問題と解答は，厚
生労働省のサイトでPDFファイルとして公開されてい
るものを元としている。問題には画像や上付き下付きな
どの表現が含まれるが，HTMLタグを用いることで対
応した。
　過去問をMoodleで活用できるよう，問題データを出
力する機能を備える。出力するファイルは，画像を含め
ることのできるMoodle XMLフォーマットとした。イン
ポートした問題はMoodleの小テストとして用いること
ができる。国家試験の解答形式に対応するMoodleの小
テストの問題タイプは，多肢選択問題，数値問題とした
（表 2 ）。
表 ２ 　 国家試験の解答形式とMoodleの小テストの問題のタ
イプの対応
結　果
　国家資格それぞれについて，カード型とペーパー型の
2 種類の学習支援ツールを作成した。開始するにはWeb
ブラウザで，医療系国家試験学習支援ツールのページ
（http://square.umin.ac.jp/tt）を開く。
　過去問から指定した条件により問題を抽出し，回答に
対し採点を行う。多肢選択式問題，計算問題といった国
家試験の解答形式に対応し，多肢選択式問題では選択肢
はシャッフルされる。ツールは主にパソコンで実施する
ことを想定しているが，タブレット等でも実施できる。
の過去問を提供する教材アプリケーションは，出版社な
ど業者作成のもの，個人作成のもの，有償，無償合わせ
数 多 く 存 在 する。Moodleのような 学 習 管 理 システム
（Learning Management System; LMS）や，Google 
AppsなどのWebアプリケーションも活用できる状況に
ある2,3）。e-Learningを利用することで学習する時間,場所
の自由度が増し,学習効果の向上が期待できる。国家試
験においてもコンピュータ教材の応用は進んでおり4-8），
学生から有益との評価や，継続利用したいという意見の
多かったことが報告されている9）。
　コンピュータ教材の難点もある。機種やOSによって
動作する環境が限られたり，常に特定のインターネット
接続が必要とされることもある。商用のものは有料で
あったり，利用者の囲い込みをはかるものもある。個人
情報の収集を行い，のぞまない広告が付随することもあ
る。
　そこで，医師，薬剤師，看護師系の国家試験について，
より簡便に効率よく過去問を自己学習できる，出題と採
点の機能を持つ学習支援ツールを作成することを目的と
した。
対象および方法
1 ．方法
　 学 習 支 援 ツ ー ル は，Web 技 術 で あ るHTML，
JavaScript，CSSを用いて作成した。ツールが備えるべ
き機能は，過去問の抽出，出題と回答，採点である。ド
リル機能ではこの内，出題と回答，採点のステップを繰
り返し行うことになるが，回答と次の出題には学習者の
明示的な操作を必要とする。この 2 つをボタンとして画
面に表示し，操作を受けるようにする。回答後，自動で
次の出題が行われるようにするなら，さらに操作を省略
できるが，採点結果を考える時間を設けるため，操作と
して残す。
2 ．対象
　対象とした国家試験は，医師（106回（2012年）～111
回（2017年），3,000問），薬剤師（97回（2012年）～102
回（2017年），2,070問），看護師（91回（2002年）～106
回（2017年），4,020問），保健師（98回（2012年）～103
回（2017年），655問），助産師（95回（2012年）～100回
（2017年），655問）である。
　医療系国家試験は資格により午前，午後などいくつか
のブロックに分かれている。設問形式として必修問題，
一般問題，状況設定問題があり，必修問題とそれ以外で
得点や合格基準が異なる。状況設定問題は長文問題であ
り， 1 つの説明文とそれに関連した複数の問題から構成
される10）。
　解 答 形 式 には，多 肢 選 択 式 問 題（Multiple Choice 
Question; MCQ）と計算問題がある。多肢選択式問題は
Aタイプ（単純択一形式），Xタイプ（多真偽形式）に
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　上部の「Moodle XML」ボタンを押すと，表示してい
る 問 題 のファイルがダウンロードできる。 これを
Moodleで利用するには，Moodleの「コース管理」の中
の「問 題 バンク」 にある「インポート」 を 選 び，
Moodle XMLフォーマットを指定して，問題ファイルを
インポートする（図 3 ）。 インポートした 問 題 は，
Moodle上で小テストとして実行できる（図 4 ）。
考　察
1 ．学習支援ツールの特徴
　学習支援ツールは，計算問題を含む国家試験の解答形
式に対応する。Webブラウザ上で動作するため，機種
やOSを選ばないことが利点として挙げられる。個人登
1 ．カード型
　カード型は，問題カードのように一問ずつ提示される
問題を逐次回答していくものである（図 1 ）。画面は左
右 2 つから成り，左側は問題の選択や回答の状況を，右
側は問題文と選択肢を表示し回答を行う。左側から属性
により問題を選択すると，それに応じて抽出される問題
数が表示される。開始ボタンにより出題が始まり，右側
に問題文と選択肢が表示される。選択肢をクリックする
と正誤がただちに判定される。背景の色が，緑なら正解，
赤なら不正解を表す。同時に，左側の得点が更新される。
開始ボタンを押すか，自分の選んだ選択肢をもう一度ク
リックすると次の問題に進む。全ての問題が終わると，
それまでの回答履歴が表示される。
　複数選択の問題の場合，必要な数の選択肢を選ぶと正
誤が判定される。同じ選択肢をもう一度クリックすると
その選択肢はキャンセルされる。問題の出題順はランダ
ム化することも可能である。ただ，開始後に前の問題に
遡ったり，一旦中断して途中から再開したりすることは
できない。
図 1 　カード型の画面
2 ．ペーパー型
　ペーパー型は，問題用紙のように選択した分野の問題
一覧から回答し，正誤がすぐに分かるものである（図
2 ）。画面は上下 2 つの部分から成る。上部のメニュー
から問題を選び，開始ボタンを押すと，下部に選ばれた
問題が一覧表示される。問題は新しい年のものから順に
表示される。選択肢をクリックすると即，正誤が判定さ
れる。選択肢は何度でも選択し直すことができ，それに
つれ正誤が判定される。採点ボタンを押すことで得点が
集計され，解答が表示される。
　複数選択の問題では， 1 つの選択肢を選んだ時点で正
誤判定される。全文検索の機能を持ち，任意の文字列を
含む過去問を網羅的に検索，表示することができる。 図 3 　Moodleへの問題インポート画面
図 2 　ペーパー型の画面
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プログラム，データ形式がほぼ共通であり，維持管理の
手間が少ないことも利点である。
　ツールを使える状態に保つには，継続的な更新が必要
である。毎年の国家試験の問題追加はもとより，新しい
設問形式や解答形式への対応，Web技術の進歩，情報
端末の流行に合わせていく必要がある。ツールを更新で
きる体制を維持することが継続の鍵といえ，自作するこ
とは欠点も多いが，研究者の扱える範囲で維持できるこ
とは大きな利点である。
3 ．今後の課題
　普及が進んだスマートフォンに対応することは優先度
が高い。学生にとってパソコンよりスマートフォンの方
が身近となっている現状もある。スマートフォンの画面
やタッチ操作に適したドリルについて検討する必要があ
る。
　また，ツールの不備，機能の要望など，学習者の利用
中に気付いた点を簡単にフィードバックできる仕組みが
あるとよい。
結　語
・ 2 種類の医療系国家試験の学習支援ツールを作成した。
・ 過去問から問題を選び，Webブラウザ上で回答，採
点ができる。
・ 過去問の検索，Moodleへの出力ができ，教員にとっ
て役立つと思われる。
・ 機能と維持の容易さのバランスを考え，今後も継続的
にアップデートしていきたい。
文　献
1 ）松村聡，橋本英樹，畑明寿ほか：医療系国家試験対策
CAIシステムの構築．千葉科学大学紀要　 ２ ：33-36，
2009．
2 ）横田矗：携帯電話を用いた無償教育支援ツールの利用　
主にMoodleによる国試対策．関西医療大学紀要　 ５ ：
64-69，2011．
3 ）中山和也，殿田祐輝：E-learning を用いた放射線取扱主
任者試験学習システムの検討．金沢大学つるま保健学会
誌　３２（ 1 ）：93-98，2008．
4 ）吉田貴博：診療放射線技師を目指す学生のためのeラー
ニング教材の作成．岐阜医療科学大学紀要　 6 ：43-
46，2012．
5 ）吉田貴博：診療放射線技師養成のためのe-ラーニングシ
ステムの構築．岐阜医療科学大学紀要　 8 ：119-123，
2014．
6 ）籔脇健司，池田由美，宮本礼子ほか：Computer Based 
Testingを用いた理学療法士・作業療法士教育における
基本的知識と問題解決能力に関する評価システムの開
発．日本保健科学学会誌　 9 （ 3 ）：178-184，2006．
7 ）本間達，若松秀俊，栗原由利子ほか：臨床検査技師養成
を支援する科目・単元別Web-Learning．臨床病理　6１
（ 5 ）：390-396，2013．
録やログインを必要とせず，すぐに使い始めることがで
きる。
　文字列検索ができ，特にペーパー型では網羅的に過去
問 を 検 索， 表 示 することができる。 それら 問 題 は
Moodleで利用できるため，教員にとって過去問を教材
として活用するのに役立つ。Moodleはパソコンだけで
なくスマートフォンやタブレットにも対応しており，成
績管理等，多くの機能を備える。Moodleへの問題変換
ツールは既にあるが11），国家試験の過去問に限ればより
簡便に利用できる。
　一方で，ツールに解説はなく，学生は誤りや疑問につ
いて自ら調べる必要がある。しかし，解説の作成は多大
な労力を要し，公開にあたってコンテンツの著作権に関
する対策も必要となる。ただ，多くの問題を一度に解く
場合，一つ一つ解説が出る必要はない。また，かみ砕き
やすく切り出された内容で学習を済ますことは賛否ある。
　ツールの採点は簡易的なものであり，詳細な成績管理
の機能はない。不正な回答のチェックはなく，故意に得
点を操作することも可能である。しかし，これらの機能
は個人の識別が必要となることが多く，必要であれば別
にメモを取るなど，あくまで学習者の裁量に任せるもの
とした。
　他にも画面のデザインや機能面で不足は多いが，機能
を増やすことは操作の複雑さにつながる。機能を増やし
プログラムが複雑になることで，メンテナンスの負担は
大きくなる。
2 ．自作の意義
　今回の学習支援ツールは自作であるため，研究者に
とってブラックボックスはない。ツールの不備に他に手
を借りることなく対応でき，ライセンス等，公開に当
たっての問題も少ない。国家資格それぞれのツールは，
図 4 　Moodle小テスト画面
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